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道の駅「コスモール大樹」を拠点とした自動運転サービスの実証実験について

道の駅「コスモール大樹」（北海道大
樹町）を拠点とした全国初の自家用有償
旅客運送による自動運サービスの長期実
証実験を５月１８日から６月２１日まで
実施しています。詳しくは報道発表資料
をご覧下さい。

報道発表資料

十勝川魚つきの森 植樹祭について

５月２５日に、豊頃町の民有林内で「十勝川魚つきの森」植樹祭が行われました。森・ 
川・海とつながった地球環境を保全し、より豊かな緑資源を後世に引き継ぐことを目的とし
た「十勝川魚つきの森推進協議会」の主催で、釧路開発建設部、帯広開発建設部の職員も参
加しました。

はたらく車大集合 照明車・道路パトロールカーの展示について

６月１５日、１６日に十勝キャンピ
ングカー＆アウトドアＦＥＳ２０１９
が開催され、帯広競馬場イベントスー
スでは、『はたらく車』として、帯広
開発建設部の照明車（両日）や道路パ
トロールカー（１５日のみ）を展示し
ました。訪れた方々は運転席に座った
り、写真を撮ったりしていました。

Ｗｅｂ広報誌に戻る

https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/release/fns6al000000mrip.html
https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/kouhou/fns6al000000mufz.html


祝 鹿追地域農業開発事業所 開所５０周年

鹿追地域農業開発事業所は、令和元年５月２８日に開所５０周年となりました。その歩み 
をご紹介します。昭和４４年度畑地帯総合土地改良パイロット事業「鹿追地区」を担当して
以来、国営農地再編整備事業「中鹿追地区」が平成３０年度に完了するまで、１１地区の基
盤整備を担ってきました。
現在は、士幌町、上士幌町、音更町において、国営かんがい排水事業「士幌西部地区」、

「上士幌北地区」及び「富秋士幌川下流地区」の３地区を実施しています。今後とも、事業
の早期効果が発現するよう、地域と一緒に整備を進めていきます。
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https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/kouhou/fns6al000000mufz.html


クリーン・キャンバス・２１ボランティア清掃の活動について

帯広開発建設部では、帯広市のボランティア清掃活動「クリーン・キャン
バス・２１」に参加しています。

今年は５月１８日に、参加団体全体による市内の清掃活動が行われました。
約１８０名の参加者の一員として、班ごとに分かれて、約１時間にわたり、
ごみを拾いました。一見、あまりごみが落ちていないように感じるのですが、
草のかげや小さなくぼみには、吸い殻や容器・包装用プラスチックなどが目
立ちました。

また、帯広開発建設部独自の取り組みとして、５月から１１月にかけて昼
休みに職員で庁舎周辺と中央公園のごみ拾いを行っています。

→「クリーン・キャンバス・２１」の詳細（帯広市役所ＨＰ）はこちら←

第１９回クリーンウォークとかちｉｎ札内川について

５月１１日に愛国大橋を中心とした帯広
市側・幕別町側の河川敷一帯の清掃活動が
行われました。多くの恵みをもたらしてく
れる札内川をきれいにしようという思いの
もと、今年は７００名あまりが参加しまし
た。帯広開発建設部はこの活動に参加して
います。

１２年目を迎えるボランティア道路清掃について

４月１３日に十勝シーニックバイウェイ十勝
平野・山麓ルート鹿追地域部会は、美しい景観
づくりを行う活動として、地域住民や関係団体
と連携して、国道２７４号及び道道１３３号音
更新得線の計４．２ｋｍの区間をボランティア
清掃しており、帯広開発建設部の職員も参加し
ました。活動団体数１７団体、参加人数は約２
３０名、今年拾ったごみの量は約３トンでした。

Web広報誌に戻る

https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/shiminkankyoubu/kankyouka/a160101seisouborantea.html
https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/kouhou/fns6al000000mufz.html

